
 

会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 

令和５年度第１回宮古市環境審議会を、次のとおり開催しました。 

 

令和５年 ９ 月 ６ 日 

 

宮古市環境審議会  

 

 

１ 開催日時 

令和５年８月２４日（木）午前１０時００分～１１時４５分 

２ 開催場所 

宮古市役所５階５－３会議室 

３ 議題 

⑴ 宮古市環境基本計画の進行管理について 

４ 会議の概要 

会長が議長となり議事を行い、事務局から宮古市環境基本計画の進行管理につい

て説明した。 

詳細は、別紙会議録のとおり。 

５ 問い合わせ先 

宮古市エネルギー・環境部 環境課 環境係 

電話６２－２１１１（内線１７２１） 



令和５年度第１回宮古市環境審議会会議録 

 

１ 開催日時  令和５年８月２４日（木）午前１０時００分～１１時４５分 

２ 開催場所  宮古市役所５階５－３会議室 

３ 出 席 者 

⑴ 委 員 

菅原 省司、関川 實、齋藤 敏通、武内 寛、竹谷八千代、大棒レオ子、 

西澤 勝美、佐々木 学、寶 由夫、及川 隆一、高辻 陽介、野場 和彦、 

懸田 節 

⑵ 事務局 

久保田環境課長、上田環境係長、乙戸環境係主任 

４ 審議会概要 

⑴ 開 会 

⑵ 会長挨拶 

⑸ 議 事 

   宮古市環境基本計画の進行管理について、事務局が資料により説明した。 

   その後、質疑応答及び意見等を受ける形式で進行した。要旨は次のとおり。 

【委員】 

・太陽光の利用について記載はあるが、 

太陽熱利用についてはどうか。 

 

【委員】 

・今夏は熱水を作る効果が良かった。市 

でも補助金等を設立し取り組んでほし 

い。 

【委員】 

・自然環境保全専門委員調査が実績 1 回 

で、目標は３回とある。同じ地点を３ 

回調査するのか。 

【委員】 

・水生生物調査の中で、宮古小学校はど 

の辺を調査しているのか。 

【委員】 

・再エネ導入量の目標に、現在計画中 

の夏屋グリーンパワー風力発電も計上

していると認識しているがどうか。 

【委員】 

・ごみの排出量は若干減少している。目 

標を達成した場合、県内自治体でどの 

【事務局】 

・太陽熱利用に係る指標を現計画には設 

定していなかったため把握はしていな

い。 

【事務局】 

・熱利用に関わらず、様々な種類の再エネ

の可能性があり、規模を問わず推進してい

く。 

【事務局】 

・調査地区はその回ごとに選定している。 

 また、春・夏・秋の時期で年間３回を指 

標としている。 

【事務局】 

・宮古小学校が調査している地点は、山 

口川を調査している。 

【事務局】 

・国による認定を受けた量を実績として 

いる。目標には計画上のものも、入って 

いる。 

【事務局】 

・目標値を下回った場合に具体的に何番 

目になるかは他の自治体にもよる。ただ 



順位になるのか。 

 

【会長】 

・10 年以上も前から 1,000ｇを下回らな 

い状況は以前からある。皆で考えてい 

きたい問題である。 

【委員】 

・花いっぱい運動参加団体は、自治会等 

の町内会単位での参加か。また、花は 

市役所から補助が出るのか。 

 

 

【委員】 

・ごみの排出量は、燃えないごみも含ま 

れるか。 

【委員】 

・R4 実績と目標値の差は、41g であり少 

しの努力を広報などで呼びかけたらど

うか。 

【委員】 

・リサイクル率が減少しているが、理由 

は何か。 

 

 

 

 

 

【委員】 

・川井地区では、リサイクル出来るもの 

も燃えるごみに一緒に捨ててある場合 

が多く、分別廃棄を再度周知する必要 

もあると感じている。 

【委員】 

・ごみの出し方について、新聞紙でわざ 

わざ包んで出している。排出量を増や

している原因であると思う。同じく周

知が必要と感じている。 

【委員】 

・親水空間箇所は、シートピアなあど 

し、県内平均が 868ｇであることから、 

県平均より多い排出量となる。 

（意見） 

 

 

 

【事務局】 

・参加する団体は、自治会単位で参加して 

いただいている。参加いただく際には、

きれいなまち推進室から花を配布して

いる。自治会等からの費用の持ち出し分

はない。 

【事務局】 

・含まれている。 

 

【事務局】 

・過去にも啓発記事を掲載したこともあ 

る。引き続き機会を捉えて、呼びかけを

行いたい。 

【事務局】 

・店舗で独自回収を実施している等の理 

由もあり、市で収集する量とすれば若干

減少している。店舗に持っていく場合

は、個々の都合の良いタイミングで持ち

込めるほか、店舗で使えるポイントでの

還元もあり選ばれているものと思われ

る。 

（意見） 

 

 

 

 

（意見） 

 

 

 

 

【事務局】 

・しおかぜ公園が新たに追加されている。 



の周辺は含まれているのか。 

【委員】 

・小河川の基準値が超えている箇所はあ

るか。 

 

 

 

 

 

【委員】 

・不法投棄について、河川内に投棄され 

ているものが目につくが、どのように

対応しているのか 

【委員】 

・リーダー等人材の登録者数について 

目標に届かない状況にあるがどうか。 

 

【委員】 

・環境アドバイザー等の登録は養成など 

考えているのか。 

 

 

 

【委員】 

・本計画全体の期間について、令和６ 

年度までの計画のようだが、今後のス

ケジュールについて、教えていただき

たい。 

 

 

【委員】 

・改訂の際、外来植物の駆除などの項目

も記載してはどうか。 

 

【事務局】 

・環境基準は年平均が基準値を超えるか 

どうかであるため、基準値を超えるもの

はない。しかし、一部の小河川で参考値

としての最大値は計測している。令和４

年度第２回審議会で詳細を報告してい

る。 

（前回の審議会資料にて詳細を説明。） 

【事務局】 

・その敷地管理者による撤去を進めるこ 

ととなる。 

 

【事務局】 

・目標設定時からは、登録者の高齢化等 

により、登録を解除しているものであ

り、減少した。 

【事務局】 

・環境アドバイザーの養成は、県地球温 

暖化防止活動推進センターによる講習

会修了者を登録しており、実施機関によ

る講習会が新型コロナ対策で開催され

ていない状況にある。 

【事務局】 

・令和６年度に計画改訂を進める。また、 

本計画の総評価を踏まえて、改訂を行っ

ていく。６年度の実績報告は当該年度中

に報告することは難しいが、直近までの

実績を踏まえて計画検討してまいりた

い。 

（意見） 

 

 

⑹その他 

  宮古市環境基本計画の進行管理のほか、各委員から環境に係る意見があった。 

  要旨は次のとおり。 

意 見 回 答 



【委員】 

・組合の活動で今年は、1,000 本植樹し 

た。今後も続けていきたい。 

【委員】 

・ごみの量について、個人の持ち込みも 

入っているということで、家の片づけ

のごみも入っているため、私自身も気

を付けたい。 

【委員】 

・本日の質疑応答を聞いて、森林管理署 

としても皆さんとともに、今後も活動

を進めていきたい。 

【委員】 

・市の環境活動の報告を受け、県として 

も参考となるものがあり、今後も市と

連携して活動していきたい。 

 

 

⑺ 閉 会 

 


